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宗　

伝
法
作
法

　

本
論
は
、
近
世
洞
門
内
に
お
い
て
相
伝
さ
れ
て
い
た
室
内
で
の
伝
法
作
法

書

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具
（
以
下
、
本
書
全
体
は

当
作
法
書

と
略
記
）
に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
近
世
の
洞
門
で
元

禄
年
間
に
議
論
さ
れ
た

宗
統
復
古
運
動

の
影
響
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た

も
の
だ
と
思
わ
れ
、
近
代
以
降
に
明
ら
か
に
主
流
と
な
っ
た

仏
祖
正
伝
菩

薩
戒
作
法
・
伝
法
室
内（
）式

を
中
心
と
し
た
相
伝
作（
）法と

異
な
る
点
も
見

ら
れ
る
た
め
、
そ
の
詳
細
を
検
討
・
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
検
討
す
る

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

に
つ
い
て
、
解
題
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
部
数　

一
部

一
、
料
紙　

雲
母
引
紙

一
、
大
き
さ　

縦

㎝

横
・
㎝

一
、
装
丁　

折
本

一
、
題
目　

外
題　

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

　
　
　
　
　

内
容　

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

　
　
　
　
　
　
　
　

教
授
文　

正
授
戒
文

　
　
　
　
　
　
　
　

三
國
傳
燈
歴
代
佛
祖

　
　
　
　
　
　
　
　

傳
法
室
内
式

一
、
折
数　

本
文
三
三
折

一
、
行
字
数　

毎
葉
五
行
毎
行
一
三
字

　
　
　
　
　
　

傳
法
室
内
式

は
各
行
一
八
〜
二
四
字
程
度

一
、
書
写
年　

享
保
十
六
年
辛
亥
正
月
吉
祥
日
（
附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用

具
奥
書
）

一
、
筆
記
者　

大
圓
辨
珠
謹
拜
書
（
附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具
奥
書
）

　
　
　
　
　
　

見
住
幸
秀
傳
東
謹
拜
書
舃
（
華
押
）（
本
書
奥
書
）

一
、
所
蔵
者　

旧
蔵
・
三
河
幸
秀
寺
傳
東

　
　
　
　
　
　

現
在
・
菅
原
研
州
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本
書
は
近
世
曹
洞
宗
の
三
河
地
方
の
寒
巖
派
で
行
わ
れ
た
伝
法
の
作
法
書

で
あ
り
、
伝
承
と
し
て
は
三
河
幸
秀
寺
（
現
在
の
愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

に
所
在
）
の
住
持
で
あ
っ
た
傳
東
が
書
写
し
保
持
し
て
い
た
写
本
で
あ
る
。

上
掲
の
通
り
、
本
書
に
含
ま
れ
る

教
授
文

の
み
、
三
河
妙
厳
寺
（
現
在

の
愛
知
県
豊
川
市
豊
川
町
に
所
在
、
い
わ
ゆ
る
豊
川
稲
荷
）
二
〇
世
・
大
圓

辨
珠
（
傳
東
の
本
師
・
全
潮
の
本
師
で
あ
り
、
傳
東
か
ら
は
師
翁
に
当
た

る
）
の
書
写
を
示
す
奥
書
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
の
筆
致
が
首
尾
一

貫
し
て
い
る
た
め
、
幸
秀
寺
傳
東
に
よ
る
書
写
の
作
法
書
の
中
に
、
大
圓
書

写
に
由
来
す
る

教
授
文

が
入
っ
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
書
の
料
紙
は

雲
母
引
紙

だ
が
、
墨
の
乗
り
が
悪
く
、
文
字

が
掠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
も
多
く
、
か
つ
て
の
所
蔵
者
に
よ
っ
て
、
何

度
か
文
字
が
上
書
き
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
折
本
を
開
閉
す
る
度
に
字
が
消

え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
て
内
容
の
全
て
を
画
像
化

し
、
当
研
究
を
進
め
た
。
ま
た
、
原
典
に
従
っ
た
翻
刻
資
料
を
本
論
末
尾
に

附
録
し
た
た
め
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　

以
下
に
は
、
収
録
さ
れ
る
各
文
を
紹
介
す
る
。

①

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

　

永
平
道
元
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
将
来
の

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒

作（
）法

に
相
当
す
る
作
法
だ
が
、
附
法
道
場
儀
規

と
名
称
が
改
め
ら
れ

て
い
る
通
り
、
伝
法
儀
規
に
相
当
す
る
作
法
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

は
、
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
（
三
帰
・
三
聚
浄
戒
・

十
重
禁
戒
）
と

血
脈

の
伝
授
が
行
わ
れ
る
が
、
附
法
道
場
儀
規

で

は
禅
門
十
六
條
戒
（
三
帰
・
三
聚
浄
戒
・
十
重
禁
戒
）
と

血
脈

の
伝
授

ま
で
は
同
じ
だ
が
、
更
に

大
事

法
衣
（
伝
衣
）

嗣
書

が
伝
授
物

に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

②

教
授
文

　

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
戒（
）文

と
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
。
な
お
、
名

称
と
し
て
、
教
授（
）文

は
瑩
山
紹
瑾
（
一
二
六
四
〜
一
三
二
五
）
に
掛
か

る
写
本
が
知
ら
れ
、
そ
の
場
合
は
瑩
山
に
よ
っ
て
和
文
化
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
本
書
は
漢
文
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
性
を
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

③

正
授
戒
文

　

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

に
お
い
て
戒
師
か
ら
受
者
に
対
す
る
戒
法
授

受
の
儀
規
の
み
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
附
法
道
場

儀
規

に
戒
法
授
受
の
詳
細
は
示
さ
れ
な
い
。

④

三
國
傳
燈
歴
代
佛
祖

　

過
去
七
仏
・
西
天
二
八
祖
・
東
土
二
三
祖
と
続
き
、
日
本
で
は
永
平
道
元

－

寒
巌
義
尹
と
附
属
さ
れ
、
特
に
東
海
地
域
の
寒
巖
派
の
拠
点
た
る
遠
江
普

済
寺
及
び
三
河
妙
厳
寺
の
歴
住
を
列
挙
し
、
歴
代
の
仏
祖
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

⑤

傳
法
室
内
式

　

現
行
、
伝
法
式
で
用
い
ら
れ
る
作
法
と
、
表
記
の
一
部
で
わ
ず
か
な
相
違

が
あ
る
も
の
の
、
大
概
と
し
て
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
当
儀
規
に
つ
い
て
、
全
体
は
永
平
道
元
将
来

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
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作
法

を
下
地
に
構
築
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
以
下
の
点
で
独
自
性

が
見
ら
れ
る
。

①
当
儀
規
に
は

並
所
辨
用
具

の
語
が
付
随
す
る
が
、
伝
戒
の
み
な
ら
ず

伝
法
作
法
も
兼
ね
る
た
め
、
特
に
師
資
間
に
伝
授
さ
れ
る
法
物
が
増
加
し
、

所
辨
す
る
用
具
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。

②
随
喜
す
る
の
は
戒
師
（
本
師
）・
受
者
（
弟
子
）・
侍
者
の
三
名
の
み
で
、

教
授
師
は
い
な
い
。

③
教
授
道
場
は
設
置
さ
れ
な
い
。
教
授
戒
文

読
誦
は
伝
戒
作
法
中
に
組

み
入
れ
ら
れ
、
戒
師
が
行
う
。

④

正
授
戒
文

は
含
ま
れ
な
い
。
前
項
の
通
り
、
別
項
と
し
て
組
み
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

⑤
戒
の
名
称
は
、
禪
門
十
六
條
戒

と
し
、
本
来
の

仏
祖
正
伝
菩
薩

戒

を
用
い
な
い
。

⑥

血
脈

の
位
置
付
け
を

禪
門
戒
戒
牒

と
し
て
い
る
。

⑦

禪
門
戒

と

血
脈

を
授
け

梵
網
経

巻
下

衆
生
受
仏
戒

偈

を
唱
え
た
後
で
、
大
事

伝
衣

嗣
書

を
授
け
る
。
伝
授
の
際
に
喝

す
る
文
は
本
書
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑧
末
尾
に
戒
師
・
侍
者
へ
の
謝
拝
に
加
え
て
、
謝
金
に
つ
い
て
の
言
及
が
見

ら
れ
る
。

　

大
枠
と
し
て
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ま
ず
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
道
場
の
位
置
付
け
を
挙
げ
る
こ
と
が

出
来
る
。
本
書
で
は
、
道
場
正
中
の
戒
師
の
坐
処
を

戒
壇

と
明
記
し
て

い
る
。
こ
の
道
場
の
正
中
を

戒
壇

と
す
る
理
由
だ
が
、
当
作
法
で
も
伝

戒
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
式
の
過
半
を
占
め
る
重
大
事
の
た
め
、
中
央
の
蓮
華

台
の
み

戒
壇

と
し
て
扱
っ
た
と
推
定
出
来
よ
う
。
ま
た
、
道
場
内
部
を

他
の
人
に
見
ら
れ
な
く
す
る
た
め
に
、
必
ず
覆
い
を
付
け
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
覆
い
に
つ
い
て
、
古
来
は
袈
裟
で
あ
っ
た
が
、
当
代
は
紅
幔
を
用
い

る
べ
き
で
あ
り
、
用
意
が
な
け
れ
ば
打
敷
な
ど
を
使
う
べ
き
だ
と
い
う
。

　

随
喜
す
る
の
が
、
受
者
以
外
と
し
て
、
戒
師
・
侍
者
の
み
の
場
合
が
あ
る

こ
と
は
、
既
に
拙
論
で
論
じ（
）た通

り
、
中
世
以
降
の
伝
戒
作
法
で
議
論
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
本
書
は
教
授
師
を
容
れ
な
い
作
法
を
選
ん

で
い
た
と
い
え
る
。
関
連
し
て
、
教
授
師
が
い
な
い
た
め
、
別
立
て
の
教
授

道
場
の
設
置
も
さ
れ
ず
、
伝
戒
に
入
る
直
前
、
弟
子
が
本
師
を
礼
拝
し
、
そ

れ
を
前
に
本
師
が
伝
灯
歴
代
仏
祖
を
詠
唱
し
終
わ
る
と
、
直
ち
に

教
授
戒

文

読
誦
に
入
る
の
で
あ
る
。

　

正
授
戒

に
つ
い
て
、
師
取
戒
本
正
授
戒
所
謂
三
歸
三
聚
十
重
禁
戒
也

是
名
禪
門
十
六
條
戒
也

と
あ
り
、
戒
師
は

戒
本

を
取
り
、
そ
の
内
容

に
基
づ
き
、
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
な

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法

の
写
本
等
で
は
、
こ
の
部
分
は
作
法
全
体
に
混
入
さ
れ
て
い
る
が
、
当

作
法
で
は
戒
文
の
部
分
の
み
、
後
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
別
個
に
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

　

血
脈

を

禪
門
戒
戒
牒

だ
と
位
置
付
け
て
い
る
が
、
理
由
や
経
緯

は
不
明
。
本
書
の
特
徴
で
は
あ
る
。

　

各
種
伝
授
物
を
授
け
る
順
番
に
つ
い
て
、
ま
ず

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法

で
は

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒

を
授
け
た
後
、
梵
網
経

の

衆
生
受

仏
戒

偈
を
唱
え
、
そ
し
て
最
後
に

血
脈

を
授
け
る
。
し
か
し
、
当
作
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法
で
は
他
の
伝
授
物
も
あ
る
た
め
か
、
ま
ず

禪
門
戒

を
授
け
た
後
で
、

授
文
を
喝
し
て

血
脈

を
授
け
た
後
で

衆
生
受
仏
戒

偈
を
唱
え
る
。

そ
の
後
、
各
伝
授
物
の
授
文
を
喝
し
な
が
ら
、
大
事

伝
衣

嗣
書

を
授
け
る
。
各
授
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず

血
脈

に
つ
い
て
は
、

佛
戒
者
宗
門
之
一
大
事
因
縁
也

や

靈
山
少
林
曹
溪
洞
山
天
童

に
よ

る
嫡
嫡
相
承
と
い
う

授
覚
心
戒
脈

の
下
段（
）文と

ほ
ぼ
共
通
す
る
内
容
が

見
ら
れ
る
が
、
本
書
の
場
合

天
童

以
下
、
永
平
寒
巖
華
藏
東
海
和

尚

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
授
覚
心
戒
脈

の
下
段
文
は

霊
山

か
ら

天
童

ま
で
で
あ
り
、
こ
れ
は
師
資
の
伝
法
が
行
わ
れ
た
現
場
の

場

所

を
示
す
が
、
永
平

以
下
は
寺
院
名
や
道
号
（
或
い
は
そ
れ
に
準
じ

た
呼
称
）
を
も
っ
て
示
し
、
寒
巖
派
に
於
け
る
相
承
を
示
す
。

　

大
事

は
授
文
か
ら
も
、
特
記
す
べ
き
情
報
が
得
ら
れ
な
い
。

　

伝
衣

は
、
九
条
衣
（
袈
裟
）
を
授
け
て
お
り
、
ま
た
、
衣
以
表
信
今

傳
于
汝

と
し
て
お
り
、
伝
灯
の
表
信
と
し
て
の
機
能
と
し
て
い
る
。

　

嗣
書

は
授
文
で
、
今
契
證
心
故
傳
法
印

と
し
て
い
る
通
り
、
受
者

が

證
心
に
契

っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
法
印
を
傳

え
る
証
と
し
て
授

け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

受
者
か
ら
の
謝
金
に
つ
い
て
だ
が
、
当
時
は
授
戒
会
な
ど
で
も
受
者
か
ら

の
謝
金
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
伝
戒
な
ど
で
も
行
わ
れ
た
と
推
測

し
て
お
く
が
、
詳
細
は
今
後
の
研
究
を
俟
ち
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
当
作
法
の
末
尾
に
は
、
伝
授
さ
れ
た
日
付
を
挙
げ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
後
に
詳
述
す
る
。

　

本
書
に
つ
い
て
、
初
期
曹
洞
宗
教
団
以
来
受
け
継
が
れ
て
い
る

仏
祖
正

伝
菩
薩
戒
教
授
戒
文

の
一
写
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
内

容
か
ら
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
を
導
く
こ
と
が
出
来
る
。

①

嗣
法
超
越
於
三
際

の
通
り
、
嗣
法

と
表
記
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
右
に

重
受
ニ
ハ
受
戒
ト
云
ベ
シ

と
あ
っ
て
、
受
戒

と
い
う
言

い
方
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②

十
重
禁
戒

の

第
二
不
偸
盗

と

第
三
不
貪
婬

に
つ
い
て
、
解

説
し
て
い
る
文
言
が
、
他
の
一
般
的
な
写
本
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

③
同
じ
く

第
五
不
飲
酒

と
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
な

第
五
不
酤
酒

と
相
違
す
る
一
方
で
、
出
家
と
在
家
と
で
用
い
方
を
違
え
て
い
る
。

　

ま
ず
、
冒
頭
の

嗣
法
超
越
於
三
際

に
つ
い
て
、
両
祖
に
遡
る
古
写
本

の
場
合
に
は
本
書
同
様
に

嗣
法

で
あ
る
。
一
方
で
、
近
世
の
主
た
る
禅

戒
研
究
文
献
は
、
受
戒
超
越
於
三
際

と
な
っ
て
お
り
、
曹
洞
宗
務
院

洞
上
室
内
儀
軌

で
も

受
戒

が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
書
は

嗣
法

と
し
、
更
に

重
受
ニ
ハ
受
戒
ト
云
ベ
シ

と
傍
注
し
て
あ
り
、

使
い
分
け
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
当
時
の
段
階
で
お
そ
ら
く
、
二
系
統
の
言
い
方
が
あ
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
、
更
に
、
寺
院
相
続
に
因
む
重
受
の
作
法
に
対
応
さ
せ
つ
つ
、

両
者
を
会
通
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
よ
っ
て
、
当
作
法
書
は
制
度
と
し
て
定

め
ら
れ
た

重
受

に
対
応
す
る
改
編
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
見
ら
れ
る

が
、
詳
細
は
後
述
し
た
い
。



近
世
洞
門
の
伝
法
作
法
の
一
考
察

　

ま
た
、
十
重
禁
戒
の
解
説
文
が

第
二
不
偸
盗

第
三
不
貪
婬

で
入

れ
替
わ
っ
て
い
る
。
関
連
す
る
見
解
と
し
て
、
指
月
慧
印

禅
戒
篇

で

は
、
本
書
と
同
じ
並
び
と
な
っ
て
い（
）る。

更
に
、
そ
の
法
嗣
で
あ
る
瞎
道
本

光
が

宗
伝
戒
文
試
参
請

で

三
輪
清
浄
等
〈
一
本
、
之
れ
第
三
に
属

し
、
心
鏡

原
文
マ
マ

等
を
以
て
、
以
下
に
所
属（
）す〉

と
し
、
や
は
り
解
説
文
が
入

れ
替
わ
っ
て
い
る
写
本
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
他
の
一
般
的

な

教
授
戒
文

の
写
本
や
、
経
豪

梵
網
経
略
抄

か
ら
す
れ
ば
、
本
書

及
び
本
書
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
系
統
の
写
本
に
誤
写
が
混
在
し
た
可
能
性

を
疑
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

不
飲
酒

と

不
酤
酒

の
問
題
だ
が
、
当
作
法
書
で
出
家
者
へ
は

不
飲
酒

を
求
め
て
お
り
、
不
酤
酒

は

在
家
ニ
ハ
不
酤
酒
决
ベ
シ

と
い
う
傍
注
の
通
り
、
在
家
者
向
け
と
使
い
分
け
を
し
て
い
る
。
一
方
で
、

出
家
・
在
家
と
い
う
区
分
で
注
意
さ
れ
る
第
三
の

不
貪
婬

不
邪
婬

に
つ
い
て
は
、
不
貪
婬

と
の
み
指
示
し
て
お
り
、
各
条
文
へ
の
態
度
の

違
い
が
注
目
さ
れ
る
が
、
更
な
る
写
本
の
検
討
な
ど
を
踏
ま
え
て
で
な
け
れ

ば
、
結
論
に
は
至
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
瞎
道
所
持
の

教
授
文

と
名
称
や
内
容
の
部
分
的

な
一
致
を
指
摘
可
能
だ
が
、
現
段
階
で
こ
れ
以
上
の
見
解
を
出
す
こ
と
は
難

し
い
。

　

戒
文
の
名
称
が

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒

で
は
な
く

禅
門
十
六
條
戒

と

な
っ
て
い
る
他
、
授
け
て
い
る
内
容
に
大
き
な
相
違
点
は
無
い
が
、
梵
網

経

に
由
来
す
る
べ
き

第
五
不
酤
酒
戒

が
、
第
五
不
飲
酒
戒

と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
掲
の
③

教
授
文

と
整
合
性
は
取
れ
て
お

り
、
前
者
を
在
家
者
向
け
、
後
者
を
出
家
者
向
け
と
し
て
い
る
の
が
特
殊
で

は
あ
る
が
、
他
に
大
き
な
特
徴
は
無
い
。

　

ま
た
、
当
写
本
で
は
、
作
法
書
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
本

来
、
こ
の
部
分
の
み
は
別
個
の
一
冊
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ

う
。
そ
の
方
が
、
戒
会
の
戒
師
な
ど
で
用
い
や
す
い
一
面
が
存
す
る
。

　

そ
し
て
、
正
授
戒
文

の
奥
書
に
は

時
享
保
十
六
年
辛
亥
正
月
吉
祥

日
於
圓
福
室
中　

傳
舃
直
心
達
和
尚
直
筆
之
戒
本
畢　

大
圓
辨
珠
謹
拜
書

と
あ
る
。
圓
福

と
は
、
妙
厳
寺
の
山
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
妙
厳
寺
二

〇
世
・
大
圓
辨
珠
が
、
同
寺
七
世
・
直
心
禅
達
の
直
筆
戒
本
か
ら
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
部
分
を
更
に
再
写
し
、
当

写
本
に
組
み
込
ん
だ
と
推
定
で
き
よ
う
。

　

近
世
洞
門
の

室
内
三
物

に
お
け
る
伝
灯
歴
代
仏
祖
の
呼
称
は
、
特
に

大
本
山
永
平
寺
所
蔵
の
永
平
道
元
将
来
と
伝
わ
る

嗣
書

の
記
述
法
の
影

響
の
有
無
を
、
一
つ
の
区
分
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
道
元

嗣
書

は
、
享
保
年
間
前
後
に
学
僧
達
が
そ
の
書
式
な
ど
を
伝
え
、
関
連
し
た
室
内

参
究
の
文
献
が
編
輯
・
参
照
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
宗
派
内
に
拡
散
し
た
。

　

し
か
し
、
当
作
法
書
の
場
合
は
、
そ
の
影
響
は
無
い
と
判
断
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
第
十
二
祖
が

南
無
馬
鳴
大
和
尚

で
あ
り
、
道
元

嗣
書

影
響
下
の

阿
那
菩
提

で
は
な
く
、
第
二
十
四
祖
も

南
無
獅
子
大
和



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

尚

で
あ
り
、
同
じ
く

獅
子
菩
提

で
は
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
よ
り
道
元

嗣
書

の
祖
師
名
と
同
様
の
記
載
が

知
ら
れ
て
い
た
華
蔵
義
曇

嗣
書

の
位
置
付
）

（
け
に
つ
い
て
、
再
考
が
必
要

に
な
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
当
作
法
書
は
華
蔵
自
身
が
法
系
に
入
っ

た
、
後
代
の
寒
巖
派
の
室
内
作
法
書
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
華
蔵

嗣

書

の
影
響
が
無
く
、
む
し
ろ
古
式
（
例
え
ば
、
道
元

正
法
眼
蔵

仏

祖

巻
な
ど
に
近
い
）
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
東
海
地
方
の
寒
巖
派
の
室
内
に
お
い
て
、
普
済
寺
系
と
妙
厳

寺
系
（
妙
厳
寺
は
、
華
蔵
の
法
嗣
・
東
海
義
易
を
開
山
と
す
る
）
と
で
分
か

れ
て
い
た
可
能
性
も
残
る
け
れ
ど
も
、
現
段
階
で
は
結
論
を
出
す
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
特
に

三
物

の
内
、
嗣
書

大
事
、
そ
の
他
の
室
内
伝

授
物
を
相
承
す
る
た
め
の
作
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
近

代
以
降
は

洞
上
室
内
儀
軌

へ
の
編
入
な
ど
も
あ
っ
て
、
デ
フ
ァ
ク
ト
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
当
作
法
書
に
あ
っ
て
は
、
①

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

と
、
機
能
的
に
重
複
す
る
部
分
が
あ
り
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伝
法
・
伝
戒
作
法
の
実
施
は
、
①
の
末
尾
に
実
施

日
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
①
で
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
当
作
法
書
の
様
子
か
ら
は
、
本
書
の
み
一
行
当
た
り
の
字
数
が

異
な
り
、
ま
た
、
返
り
点
や
送
り
仮
名
も
赤
字
で
付
さ
れ
る
な
ど
、
他
の
箇

所
と
相
違
す
る
た
め
、
傳
東
自
身
が
追
加
し
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
い
。
無

論
、
管
見
の
限
り
、
近
世
以
降
の
伝
法
作
法
書
は

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法

教
授
戒
文

伝
法
室
内
式

の
三
本
を
合
わ
せ
て
書
写
さ
れ
る
場
合

が
多
い
た
め
、
不
使
用
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
伝
法
室
内
式

も
書
写
に
加

え
た
こ
と
は
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

の
末
尾
に
は
、
当
作
法
に
基
づ
き
行
わ

れ
た
伝
法
・
伝
戒
作
法
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

時
延
享
四
丁
卯
年
九
月
十
六
日
傳
授
畢

　
　
　

或
延
享
五
年
辰
四
月
十
八
日
於
圓
福
室
中

　
　
　

従
釋
迦
牟
尼
佛
到
吾
七
十
八
世
也

　
　
　

重
受
嗣
法
同
年
同
日
月
也

　

以
下
に
は
、
こ
の
日
付
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま

ず
、
本
論
を
執
筆
す
る
際
に
、
筆
者
は
漠
然
と
、
こ
の
記
載
は
三
河
幸
秀
寺

傳
東
が
嗣
法
さ
れ
た
日
付
な
ど
を
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た

が
、
令
和
四
年
一
〇
月
初
旬
に
閲
覧
し
た
資
料
│
│
愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文

庫
所
蔵

面
授
簿

か
ら
、
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
理
解
で
き
た
た
め
、

合
わ
せ
て
報
告
し
た
い
。

　

当
資
料
に
は
、
同
文
庫
作
成
の
詳
細
な
解
題
が
あ
）

（
る
た
め
、
参
照
し
て
い
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た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
、
当
資
料
は
江
戸
時
代
に
伊
豆
・
駿
河
・
遠
江
・
三

河
四
箇
国
の
曹
洞
宗
寺
院
の
僧
録
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
可
睡
斎

（
静
岡
県
袋
井
市
内
に
所
在
）
に
対
し
、
当
支
配
国
内
の
曹
洞
宗
寺
院
か
ら

嗣
法
や
住
職
交
代
が
報
告
さ
れ
た
事
項
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
す

る
の
は
全
六
冊
で
、
途
中
に
は
欠
本
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
元
禄
一
六

年
（
一
七
〇
三
）
一
一
月
か
ら
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
二
月
ま
で
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　

記
載
の
方
法
な
ど
は
、
上
掲
の
傳
東
に
関
す
る
記
録
を
通
し
て
、
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　

一　

従
三
州
設
楽
郡
西
田
内
村
幸
秀
寺
移
轉 

三
州
寶
飯
郡
豐
川
村

　
　
　

延
享
四
丁
卯
九
月
十
五
日
於
先
々
住
哲
翁
長
老
前 

妙
嚴
寺　

全
潮
（
印
）

　
　
　

二
物
重
授
了
ル 
卯
九
月
十
九
日
届　

　

一　

延
享
四
年
丁
卯
九
月
十
六
日
於
先
住
全
潮
長
老
前 

三
州
設
楽
郡
西
田
内
村

　
　
　

三
物
頂
戴
了
延
享
四
同
月
同
日
於
先
住
全
潮 

幸
秀
寺　

傳
東
（
印
）　

　
　
　

長
老
前
二
物
重
授
了
ル 

卯
九
月
十
九
日
）

（
届　
　

　

以
上
に
は
、
傳
東
の
本
師
で
あ
る
妙
厳
寺
二
十
一
世
・
宗
舩
全
潮
が
、
幸

秀
寺
か
ら
妙
厳
寺
に
転
住
す
る
の
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
傳
東
に

三
物

や

伽
藍
二
物

が
授
け
ら
れ
た
様
子
が
分
か
る
。

　

そ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
当
作
法
書
の
日
付
に
は
、
時
延
享
四
丁
卯
年
九

月
十
六
日
傳
授
畢

と
あ
る
が
、
面
授
簿

の
記
録
と
対
照
さ
せ
れ
ば
、

全
潮
か
ら
傳
東
へ

三
物

が
伝
授
さ
れ
、
更
に
同
月
同
日
に
幸
秀
寺
の

伽
藍
二
物

も
伝
授
さ
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
傳
東

の
本
師
で
あ
る
全
潮
が
妙
厳
寺
へ
晋
住
し
た
た
め
、
空
座
と
な
っ
た
幸
秀
寺

を
傳
東
に
受
け
継
が
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
上
記
報
告
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
報
告
内
容
は
幸
秀
寺
承
継
の
た
め
の
日
付
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
本
書
の
奥
書
に
あ
る

或
延
享
五
年
辰
四
月
十
八

日
於
圓
福
室
中　

従
釋
迦
牟
尼
佛
到
吾
七
十
八
世
也

か
ら
は
、
寺
院
承
継

の
翌
年
四
月
に
（
圓
福
山
）
妙
厳
寺
山
内
で
、
全
潮
と
傳
東
と
の
間
で
改
め

て
作
法
が
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
し

て
、
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
七
十
八
世
と
は
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
数
え
た
歴
代
仏
祖

の
数
で
傳
東
自
身
が
七
八
番
目
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
時
に
伝
法
・

伝
戒
作
法
が
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
奥
書
の
末
尾
に

重
受
嗣
法
同
年
同
日
月
也

と
も
あ
る
が
、
同
年

同
日
月

は
延
享
四
年
の
寺
院
承
継
の
報
告
、
或
い
は
翌
五
年
の
作
法
の
実

施
、
ど
ち
ら
の
日
付
に
係
る
の
か
、
こ
の
一
節
か
ら
は
判
断
出
来
な
か
っ

た
。

　

な
お
、
面
授
簿

の
各
記
録
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
た

め
、
三
物

の
伝
授
と
、
寺
院
承
継
に
因
ん
だ

伽
藍
二
物

の
伝
授
の

場
所
（
寺
院
）・
本
師
の
名
・
弟
子
の
名
・
伝
授
の
内
容
を
書
き
記
し
て
可

睡
斎
に
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
面
授
簿

か
ら
は
、

書
付
の
書
式
も
定
ま
っ
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
今
回
、
当
作
法

書
に
よ
っ
て
、
報
告
の
日
付
の
正
し
さ
と
と
も
に
、
現
場
で
は
作
法
の
み
後
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に
行
わ
れ
る
事
例
が
あ
っ
た
可
能
性
も
推
測
出
来
た
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
嗣
法
や
寺
院
承
継
を
可
睡
斎
に
報
告
し
て
い
た
当
該
地
域
寺
院
の

動
静
は
、
作
法
書
や

三
物

な
ど
の
日
付
と
岩
瀬
文
庫

面
授
簿

を
対

照
さ
せ
る
こ
と
で
、
明
確
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

上
来
、
当
作
法
書
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
特
徴
の
一
つ
と
し
て

重
受

へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

自
体
は
、
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

を
基
盤
に
し
な
が
ら
改
編
さ
れ
、
伝
法
・
伝
戒
両
方
に
相
当
さ
せ
、
ま
た
重

受
の
作
法
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

②
当
作
法
書
に
収
録
さ
れ
た

教
授
文

は
重
受
も
意
識
し
た
傍
注
が
付
さ

れ
て
い
る
。

③
伝
法
・
伝
戒
作
法
が
実
施
さ
れ
た
日
付
か
ら
も
、
重
受
に
つ
い
て
の
記
載

を
意
識
し
て
い
る
。

　

上
記
で
確
認
さ
れ
た
通
り
、
重
受

と
は
、
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
嗣

法
の
方
式
の
一
つ
で
あ
る
。
曹
洞
宗
で
は
元
禄
期
に
寺
院
承
継
と
嗣
法
に
関

す
る
混
乱
を
収
め
る
た
め
、
卍
山
道
白
・
梅
峰
竺
信
な
ど
に
よ
っ
て

宗
統

復
古
運
動

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
同
時
代
の
宗
派
内
で
、
寺
院
承

継
に
関
し
て
起
き
た
問
題
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
或
る
師
僧
か
ら
後
継
者
と

し
て
認
め
ら
れ
、
嗣
法
（
伝
法
）
を
し
て
も
ら
っ
た
後
に
、
或
る
寺
院
に
入

る
に
際
し
、
そ
の
寺
院
を
開
い
た
僧
侶
以
来
、
当
該
寺
院
の
歴
代
住
職
が
受

け
継
い
だ
法
（
こ
れ
を

伽
藍
法

な
ど
と
呼
び
、
人
と
人
と
で
受
け
継
い

で
き
た

人
法

と
対
比
さ
せ
る
）
を
受
け
る
た
め
、
一
度
自
分
が
受
け
た

法
（
人
法
）
を
捨
て
る
行
為
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
運
動
の
推
進
者
で
あ
る
卍
山
な
ど
は
、
改
め
て

人
法

中
心

の
大
法
相
続
を
主
張
し
て

伽
藍
法

を
否
定
す
る
た
め
に
、
寺
社
奉
行
所

へ
訴
え
出
た
、
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
）

（
る
。

　

そ
し
て
、
各
審
議
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　

定

　
　

一　

嗣
法
了
畢
之
僧
侶
、
經
二
十
五
年
之
臘
、
而
有
轉
衣
之
望
者
、
彌

守
御
條
目
之
旨
、
以
嗣
法
師
之
推
擧
状
、
可
致
登
山
、
若
嗣
法
師
有
故

障
者
、
或
本
寺
、
或
僧
録
、
遂
吟
味
、
可
令
添
状
事
、

　
　

一　

師
資
面
授
、
一
師
印
證
者
、
爲
道
元
禪
師
之
家
訓
、
自
今
以
後
、

何
之
寺
院
、
雖
令
移
住
、
最
初
傳
授
之
三
物
、

　
　

一　

生
全
可
帶
之
、
師
資
相
承
之
外
、
以
他
人
附
法
停
止
之
事
、

　
　

一　

傳
法
之
僧
、
入
院
之
節
者
、
其
寺
院
之
嗣
書
除
之
、
血
脈
大
事
、

可
重
授
之
、
移
轉
之
砌
者
、
可
附
屬
于
後
佳
、
當
住
令
遷
化
者
、
其
寺

之
隱
居
、
又
者
於
本
寺
同
門
、
可
授
受
事
、

　
　
　

右
條
條
、
永
平
寺
・
總
持
寺
就
願
被
仰
出
之
、
向
後
一
宗
之
僧
侶
、

堅
可
相
守
此
旨
、
若
違
犯
之
輩
、
於
有
之
者
、
可
爲
曲
事
者
也
、

　
　

元
祿
十
六
年
八
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

本
彈
正　

在
判
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阿
飛
彈　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
伊
賀　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
後　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
馬　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豐
後　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
平
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

總
持
）

（
寺

　

上
記
の
通
り
だ
が
、
今
回
の
議
論
に
関
係
が
あ
る
の
は
、
第
二
〜
四
条
で

あ
る
。
第
二
条
の
よ
う
に
、
一
度
師
資
が
面
授
し
て
、
印
可
証
明
・
嗣
法
を

さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
寺
院
に
移
転
し
て
も
、
最
初
に
伝
授
さ

れ
た

三
物

を
持
っ
て
移
動
す
べ
き
だ
と
い
う
。
ま
た
、
第
三
条
の
よ
う

に
、
師
資
相
承
以
外
の
他
人
か
ら
の
附
法
は
停
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

第
四
条
の
よ
う
に
、
一
度
伝
法
さ
れ
て
い
る
僧
侶
は
、
寺
院
に
入
る
時
、

嗣
書

を
除
い
た

血
脈

大
事

を
重
ね
て
授
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
が
、
本
論
で
論
じ
て
い
る

重
受

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
重

受
を
受
け
る
べ
き
相
手
は
、
先
代
の
住
職
が
一
般
的
で
は
あ
る
が
、
既
に
遷

化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
隠
居
（
先
々
住
な
ど
）
や
、
本
寺
を
同
じ
く
す
る

同
門
の
者
か
ら
、
受
け
る
べ
き
だ
と
い
う
。
本
論
で
扱
っ
た
事
例
で
は
、
傳

東
は
幸
秀
寺
に
入
る
に
及
ん
で
、
本
師
の
全
潮
か
ら
嗣
法
さ
れ
て

三
物

を
受
け
、
合
わ
せ
て
幸
秀
寺
に
入
る
た
め
の

伽
藍
二
物

も
受
け
継
い
だ

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
右
の

定

は
、
関
三
刹
及
び
可
睡
斎
に
も
伝
達
さ
れ
た
こ
と

も
、
宗
統
復
古
志

で
は
伝
え
て
い
る
た
め
、
全
国
的
な
制
度
と
し
て
導

入
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
文
庫
所
蔵

面
授
簿

が
、
元
禄
一
六
年
一
一
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
上
記

定

の
運
用
開
始
時
期
と
見
て
も
問
題
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
当
作
法
書
だ
が
、
上
記
の
よ
う
な
制
度
の
変
化
に
基
づ
い
て
編

集
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
書
写
年
次
に
つ
い
て
も
、
当
作
法
書
全
体
は

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
以
降
で
あ
り
、
ま
た
、
一
部
は
延
享
一
六
年
（
一

七
三
一
）
書
写
本
の
再
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
と
も
に
元
禄
期
の

宗

統
復
古
運
動

以
降
と
な
り
、
よ
っ
て
、
重
受

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

不
自
然
さ
は
な
い
。

　

な
お
、
他
の
法
）

（
系
で
も
、
伝
法
室
内
式

を
原
型
と
し
た

伽
藍
重
授

之
式

が
制
定
さ
れ
、
寺
院
承
継
に
因
み

伽
藍
二
物
（
血
脈
・
大
事
）

の
み
を
、
前
住
職
と
新
命
と
で
受
け
嗣
ぐ
作
法
が
構
築
さ
れ
た
が
、
こ
れ
な

ど
も
現
場
に
お
け
る

重
受

へ
の
対
応
の
一
つ
で
あ
る
。

　

一
方
、
重
受

の
制
度
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
、
曹
洞
宗
務

局
が
伽
藍
二
脈
（
大
事
・
血
脈
）
を
廃
止
し
）

（
た
た
め
、
上
記
作
法
書
の
利
用

も
終
了
、
ま
た
は
改
編
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
論
で
検
討
し
た
内
容
は
、
類
似
資
料
の
発
見
・
調
査
に
よ
っ
て
更
に
進

め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
そ
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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（

）  

近
代
大
正
期
以
降
に
曹
洞
宗
で
定
型
と
な
っ
た

洞
上
室
内
儀
軌

を
参
照
し

た
。

（

）  
菅
原
二
〇
二
一
ａ

（

）  
全
集
六

所
収
本
を
参
照

（

）  

全
集
六

所
収
本
を
参
照

（

）  

全
集
六

所
収
本
を
参
照

（

）  

菅
原
二
〇
二
一
ｂ

（

）  

全
集
六

二
三
〇
頁
参
照

（

）  

指
月
慧
印

禅
戒
篇
、
曹
全

禅
戒

二
四
二
頁
上
段
及
び
二
四
三
頁
上

段
を
参
照

（

）  

曹
全

禅
戒

四
二
〇
頁
下
段
。
な
お
、
先
行
研
究
と
し
て
渡
部
賢
宗
氏
が

道
元
禅
師
の
禅
戒
観
（
一
）
（
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
月
報

昭
和
五
一

年
八
月
、
所
収
）
に
て
、
こ
の
一
事
に
言
及
し
て
い
る
。

（

）  

曹
全

室
中

口
絵
参
照

（

）  

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹇https://iw

asebunko.jp/

stock/database.htm
l

﹈
を
参
照
し
た
。

（

）  

面
授
簿

第
一
冊
一
三
七
丁

（

）  

宗
統
復
古
志
、
伽
藍
相
続
弁

な
ど
参
照

（

）  

宗
統
復
古
志

巻
下
、
続
曹
全

室
中

五
九
四
頁
上
〜
下
段

（

）  

筆
者
所
持
の
（
仮
称
）
明
峰
派
系
統
室
内
作
法
書

に
編
入
さ
れ
る
形
で
、

伽
藍
重
授
之
式

が
見
ら
れ
る
。

（

）  

明
治
八
年
曹
洞
宗
務
局
布
達
全
書

第
一
号　

伽
藍
法
廃
止
ノ
事
、
二
七

丁
表

・
三
河
幸
秀
寺
傳
東
書
写

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

筆
者
所
持

・
愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵

面
授
簿
（
全
六
冊
）

・
（
仮
称
）
明
峰
派
系
統
室
内
作
法
書

筆
者
所
持
、
当
作
法
書
は

仏
祖
正
伝
菩
薩

戒
作
法

伝
法
室
内
式

各
種
切
紙

の
三
冊
か
ら
な
り
、
そ
の
内
、
仏
祖
正

伝
菩
薩
戒
作
法

は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
、
月
舟
宗
胡
（
一
六
一
八
〜
一
六

九
六
）
か
ら
徳
翁
良
高
（
一
六
四
九
〜
一
七
〇
九
）
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
当
作
法
書
を
更
に
再
書
写
し
た
一
本
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

・
曹
洞
宗
務
局
編
〈
自
明
治
五
年
・
至
明
治
十
一
年
〉
曹
洞
宗
両
本
山
普
達
全
書

曹
洞
宗
務
局
、
複
数
年
の
普
達
が
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
引
用
時
に
は
必
要
当
該
年
度

の
み
を
記
載
し
、
丁
数
な
ど
を
示
し
た
。

・
曹
洞
宗
務
院
蔵
版

洞
上
室
内
儀
軌
（
全
三
冊
）
発
行
年
次
不
明
で
は
あ
る
が
、

曹
洞
宗
僧
侶
傳
法
令

成
立
後
の
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
以
降
と
推
定
さ
れ

る
。

・
曹
洞
宗
全
書

続
曹
洞
宗
全
書
（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
）
を
参
照
。
引
用
時
に

は

曹
全

続
曹
全

○
○

○
○
頁
○
段
と
し
、
巻
号
と
頁
数
の
み
で
略
記
し

て
い
る
。
一
々
断
ら
な
い
が
、
一
部
引
用
文
は
筆
者
が
訓
読
し
た
。

・
永
平
道
元
の
著
作
は
春
秋
社

道
元
禅
師
全
集
（
全
七
巻
）
を
参
照
。
引
用
時
に

は

全
集
○

○
○
頁
と
し
、
巻
号
と
頁
数
の
み
で
略
記
し
て
い
る
。

・
菅
原
研
州

近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て
│
附
録

丘
宗
潭
老
師

室
内
三
物
秘
辨

提
唱
録

翻
刻
資
料
│
、
教
養
部
紀
要

第
六
八
巻
一
〜
三

号
・
二
〇
二
一
年
三
月
、
菅
原
二
〇
二
一
ａ

・
菅
原
研
州

洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て
│
附
録

丘
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宗
潭
老
師

教
授
戒
文

提
唱
録

翻
刻
資
料
│
、
同
右
所
収
、
菅
原
二
〇
二
一

ｂ

　
　

本
研
究
に
際
し
、
所
蔵
資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
等
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
、
愛
知

県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
凡
例

・
当
資
料
は
、
筆
者
所
持
の

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

写
本
を
翻
刻
し
た
も

の
で
あ
る
。
解
題
は
本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
資
料
の
折
数
は
、【　

】
内
の
数
字
と
右
左
で
略
記
し
た
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
。

・
返
り
点
・
送
り
仮
名
は
原
典
に
従
っ
た
。

・
割
註
は
〈　

〉
を
付
し
て
表
記
し
た
。

・
筆
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
誤
字
等
は
翻
刻
文
の
下
部
に

※

を
付
し
て
指
摘

し
た
。

・
現
代
的
観
点
で
は
、
人
権
問
題
を
含
む
用
語
も
含
ま
れ
る
た
め
、
閲
覧
等
の
際
に

は
ご
注
意
願
い
た
い
。

【

右
】

　
　

附
法
道
場
儀
規
並
所
辨
用
具

師
資
内
外
ノ
衣
服
須
ク
著
ク
新
淨
ノ
衣
ヲ
若
シ
力
ラ

不
足
者
ハ

ク
洗
濯
而
用
ユ
焉
道
場
ハ
上
古
ニ
ハ

以
テ
袈
裟
ヲ
圍
ム
今
ハ
以
テ
紅
幔
ヲ
圍
ム
若
シ
無
キ
寸
ハ
紅
幔

則
以
テ
ス
打
敷
等
ヲ
只
タ
令
ム
ル
ノ
人
ヲ

不
ラ
見
之
用
心
濱

【

左
】

也
設
ク
椅
子
ヲ
於
座
正
中
ニ
是
レ
即
チ
戒
壇
也
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不
ル
濱

用
掛
ル

ヲ
法
被
ヲ
也
椅
子
傍
ニ
設
テ
高
卓
ヲ
安
ス

戒
本
及
ヒ
教
授
戒
文
傳
衣
血
脈
御
大

事
嗣
書
續タ
イ

松マ
ツ

其
ノ
寺
ノ
開
山
ノ
法
衣
ヲ
又
椅

子
前
ノ
高
卓
上
ニ
安
ス
香
炉

臺
花
瓶
洒

【

右
】

水
香
合
戒
尺
ヲ
洒
水
器
ノ
中
ニ
用
ユ
根子

曳ビ
キ
ノ
松
ヲ

也
花
モ
亦
同
ク
根
曳
ノ
松
ナ
リ
也
蠟

二
挺
外

用
意
セ
ヨ
焉
爲
濱

立
テ
替
フ
也
設
ヨ
曲
ヲ
於
椅
子
ノ

邊
ニ
勿
掛
ル

法
被
ヲ
也
預
シ
メ
拜
席
一
収
卓

下
ニ
可
疉タ
ヽ
ミ

置ヲ
ク

也
時
到
テ
師
資
及
侍
者
沐

【

左
】

浴
行
水
具
シ
威
儀
ヲ
師
居
丈
室
ニ
資
居
ス
加

行
堂
ニ
衆
ニ
袖
ニ
セ
ヨ
香
合
ヲ
侍
者
備
香
火
ヲ
點
シ

ヲ

布シ
イ
テ
拜
席
ヲ
入
テ
丈
室
ニ
請
ス
師
ヲ
師
入
テ
道
場
ニ
焼
香
シ

向
テ
壇
ニ
展
具
三
拜
而
退
ク
丈
室
ニ
侍
者
又

入
テ
加
行
堂
ニ
揖
シ
資
ヲ
引
テ
入
テ
道
場
ニ
令
ム
ル

拜
壇
ヲ

【

右
】

如
ク

師
ノ
而
退
ク
舊
處
ニ
此
時
侍
者
卷
テ
拜
席

置
ク
卓
下
ニ
次
ニ
侍
者
請
師
ヲ
師
即
チ
入
リ
道
場
ニ

倚
ル
曲
ニ
侍
者
引
テ
資
ヲ
令
ム
入
ラ
道
場
ニ
資
進
テ

師
前
ニ
曲
躬
合
掌
曰
ク
和
尚
大
慈
聴
許
シ
玉
ヘ
ト

禀ボ
ン

受ジ
ュ
ス
ル

ヲ
佛
祖
ノ
大
戒
衣
法
ヲ
師
合
掌
曰
テ
戒

【

左
】

法
ノ
禀ボ
ン

受ジ
ュ

不
ト
堪
ヘ
感
激
ニ
聴
許
ス
ル
ナ
リ
也
資
ハ
不
見

師
ノ
容
顔
ヲ
只
タ
低
頭
叉
手
而
聴
キ
聴
許
ヲ
了
テ

展
具
三
拜
収
テ
具
ヲ
問
訊
而
立
定
テ
曲
ノ

傍
ニ
師
ハ
下
テ
曲
ヲ
向
テ
壇
ニ
合
掌
問
訊
シ
右
ニ

轉
身
ヲ
引
資
ト
與
ト
ヲ
侍
者
ト
ヲ
匝
ル

道
場
ヲ
三
匝
ス
三

【

右
】

匝
ノ
中ウ
チ

三
人
同
音
ニ
唱
フ
南
無
佛フ

陀ド

耶ヤ

南

無
達ダ

磨モ

耶ヤ

南
無
僧ス

伽ギ
ャ

耶ヤ

南
無
祖ス

師ス

菩ブ

薩サ

ヲ
毎
ニ
到
ル
正
面
ニ
向
テ
壇
ニ
揖
ス
三
匝
了
テ
師

歴
テ
卓
子
ノ
西
邊
ヲ
上
リ
壇
ニ
趺
坐
合
掌
唱
フ
ル
濱

我
レ

今
マ
盧
舎
那
方
ニ
坐
ス
蓮
華
臺
ニ
周
匝
セ
ル
千
華

【

左
】

上
ニ
又
タ
現
ズ
ル
濱

千
ノ
釋
迦
ヲ
也
此
時
侍
者
正
面
ニ

問
訊
シ
取
テ
洒
水
器
ヲ
薫
香
シ
捧
ケ
手
ニ
順
遶
テ
道

場
ヲ
洒
水
シ
又
逆
ニ
遶
テ
道
場
ヲ
洒
水
了
テ
洒
水

器
ハ
置
ク
舊
處
ニ
此
ノ
遶
道
場
ノ
中ウ
チ

資
ハ
立
定
曲

ノ

傍
ニ
侍
者
ハ
布
キ
置
テ
拜
席
ヲ
従
是
出
テ
道

【

右
】

場
休
ス
師
唱
ル

ハ
我
今
ノ
偈
ヲ
者
侍
者
匝
ル
道
場

中
不
ル
濱

限
ラ
數
ヲ
也
次
ニ
資
到
テ
正
面
ニ
焼
香
拜

席
上
ニ
展
テ
具
ヲ
九
拜
ス
ル
濱

也
此
ノ
拜
須
ク
緩
ル
師
ハ
此
ノ

拜
ノ
間
ニ
唱
ル

従
七
佛
列
祖
到
ル
マ
デ
ノ
嗣
法
師
ニ
之

尊
ヲ
三
遍
了
テ
資
具
上
ニ
胡
跪
ス
於
テ
此
ニ
師
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【

左
】

誦
ス
教
授
戒
文
ヲ
了
テ
資
焼
香
三
拜
濱

収
テ
具
ヲ

進
テ
卓
前
ニ
曲
躬
低
頭
ス
師
取
テ
洒
水
器
ヲ
灌ソ
ヽ
ギ

自
ノ
心
頂
ニ
次
ニ
灌
ギ
資
ノ
心
頂
ニ
次
ニ 
◯
右
邊
ニ
三

遍
報
答
シ
四
恩
ニ
灌
ク

邊
ニ
三
遍
利
潤
ス
ル
濱

一

切
衆
生
ヲ
也
了
テ
置
ク
洒
水
器
ヲ
於
舊
處
ニ
資

【

右
】

焼
香
展テ

ン

具
三
拜
具
上
ニ
長
跪
欲
ス
受
ン
ト
戒
ヲ

師
取
テ
戒
本
ヲ
正
ク
授
ク
戒
ヲ
所
謂
三
歸
三
聚

十
重
禁
戒
也
是
ヲ
名
ク
禪
門
十
六
條
ノ
戒
ト

也
了
テ
師
取
テ
血
脈
ヲ
薫
シ
香
ニ
唱
テ
授
文
ヲ
而
授
ク

資
ニ
頂
戴
シ
置
テ
卓
上
ニ
焼
香
三
拜
ス
ル
濱

也
此
ノ
血

【

左
】

脈
即
是
レ
禪
門
戒
ノ
戒
牒
濱

也
次
ニ
師
下
テ
壇
ヲ

揖
資
ヲ
令
ム
登
壇
セ
資
壇
上
ニ
趺
坐
合
掌
ス
師

亦
タ
合
掌
唱
テ
衆
生
受
ク
レ
バ
佛
戒
ヲ
則
チ
入
テ
諸
佛
ノ

位
ニ
位
同
フ
シ
大
覺
ニ
已
ル
眞
ニ
是
レ
諸
佛
ノ
子
濱
ト
遶
ル

壇
ヲ

三
匝
シ
了
テ
正
面
ニ
揖
ス
レ
バ
則
資
下
テ
壇
ヲ
揖
ス
師
ヲ
師

【

右
】

又
タ
登
壇
趺
坐
ス
資
焼
香
展
具
三
拜
収
テ

具
ヲ
曲
躬
ス
師
取
テ
御
大
事
ヲ
薫
シ
香
ニ
喝
テ
授
文
ヲ

而
授
ク
資
頂
戴
置
テ
卓
上
ニ
焼
香
展
具
三

拜
而
収
テ
具
ヲ
曲
躬
ス
師
取
傳
ヲ
衣
薫
シ
香
ニ
喝
授
文
ヲ

授
ク
資
頂
戴
シ
便
チ
搭カ
ケ
テ
之
ヲ
焼
香
展
具
三
拜

【

左
】

而
収
テ
具
ヲ
曲
躬
ス
次
ニ
師
拈
テ
嗣
書
ヲ
薫
シ
香
ニ
唱
ル

授
文
ヲ
三
遍
シ
授
ケ
摩
頂
ス
ル

資
ヲ
一
遍
即
取
續タ

イ

松マ
ツ
ヲ
點
火
ヲ
開
テ
嗣
書
ヲ
令
ム
見
セ
師
資
ノ
名
字
ヲ
了
テ

収
ム
續
松
ヲ
於
炉
中
ニ
資
ハ
疉
テ
嗣
書
ヲ
置
キ
卓
上
ニ

焼
香
展
具
三
拜
ス
此
ノ
時
師
取
テ
開
山
ノ
法

【

右
】

衣
ヲ
拈
令
ム
レ
バ
知
ラ
開
山
ノ
之
法
衣
ナ
ル

ヲ
資
焼
香
展

具
三
拜
ス
資
収
レ
バ
具
ヲ
師
下
テ
壇
ヲ
轉
身
揖
壇
ヲ

出
ツ
道
場
ヲ
資
モ
亦
同
ク
揖
壇
ヲ
出
デ
ヨ
道
場
ヲ
此
時

須
ク
懐
三
物
也
相
ヒ
尋
テ
隨
テ
分
ニ
呈
報
恩
金
ヲ

伸
ル

報
恩
ノ
拜
ヲ
三
拜
或
ハ
六
拜
或
ハ
九
拜
ス
侍

【

左
】

者
備
ヘ
テ
菓
茶
ヲ
祝
禮
ス
次
ニ
謝
拜
ス
侍
者
ヲ
是
レ
亦

調
フ

謝
儀
ヲ
可
隨
分
ニ
也
翌
日
設
ケ
バ
謝
齋
ヲ
預
メ
告
テ

庫
下
ニ
可
キ
調
度
ス
也

〇
血
脈
ノ
之
授
文
ニ
曰
ク
佛
戒
ハ
者
宗
門
ノ
之
一

　

大
事
因
縁
濱

也
昔
靈
山
少
林
曹
溪
洞

【

右
】

　

山
天
童
永
平
寒
巖
華
藏
東
海

　

和
尚
嫡
嫡
相
承
而
到
ル
吾
ニ
吾
レ
今
マ
附
シ

　

汝
ニ
畢
ル

灌
ク
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〇
御
大
事
ノ
之
授
文
ニ
曰
ク
如
キ
ノ
是
之
法
佛
祖

　

嫡
嫡
傳
來
シ
テ
而
到
ル
吾
ニ
吾
今
附
シ
汝
ニ
畢
ル

【

左
】

〇
傳
衣
ノ
之
授
文
ニ
曰
ク
此
ノ
僧
伽
黎
九
轂
衣

　

以
テ
表
シ
信
ヲ
今
傳
フ
于
汝
ニ

〇
嗣
書
ノ
之
授
文
ニ
曰
ク
汝
〈
名
〉
今
契
フ
證
心
ニ
故
ニ

　

傳
テ
法
印
ヲ
正
ク
聯
綿
ス
釋
迦
牟
尼
佛
第
幾

　

十
幾
世
ニ
唯
個コ
ノ
ノ
大
法
今コ
ン

生シ
ャ
ウ

世
世
頂
戴

【

右
】

　

受
持
シ
テ
而
勿
ト
令
ル

断
絶
セ
矣

　

時
延
享
四
丁
卯
年
九
月
十
六
日
傳
授
畢

　
　

或
延
享
五
年
辰
四
月
十
八
日
於
圓
福
室
中

　
　

従
釋
迦
牟
尼
佛
到
吾
七
十
八
世
也

　
　

重
受
嗣
法
同
年
同
日
月
也

【

左
】

　
　

教
授
文

夫
レ
諸
佛
ノ
大
戒
ハ
者
諸
佛
ノ
之
所
濱

護
持
シ
玉
フ
也

有
リ
佛
佛
相
授
有
リ
祖
々
相
授
嗣重
受
ニ
ハ
受
戒
ト
云
ベ
シ

法
ハ
超

越
シ
於
三
際
ヲ
證
契
ハ
連
綿
タ
リ
於
古
今
ニ
我
カ
大

師
釋
迦
牟
尼
佛
陀
附
授
シ
摩
迦
迦
葉
ニ

【

右
】

迦
葉
附
授
阿
難
陀
ニ
乃
至
如
ク
是
ノ
嫡
嫡

相
授
已
ニ
幾
十
幾
世
ニ

而
到
ル
我
ニ
今
將マ
サ
ニ

附

授
方
ニ
報
シ
佛
祖
ノ
之

恩
ヲ
永
ク
爲ナ
サ
ン
ト
人
天
ノ
眼

目
ト
葢
シ
是
レ
嗣
續
ス
ル
佛
祖
ノ
之
慧エ

命
ヲ
者
濱

也
仰
テ

憑
テ
佛
祖
ノ
證
明
ニ

應マ
サ
ニ

當
歸
戒
懺
悔
ス
至
誠
ニ

【

左
】

隨
テ
我
カ
語
ニ
傳
唱
セ
ヨ

我
昔
所
造
諸
悪
業
皆
由
無
始
貪
瞋
癡

従
身
口
意
之
所
生
一
切
我
今
皆
懺
悔

　
　
　
　

右
三
遍

既
ニ
依
テ
佛
祖
ノ
證
明
ニ

除
身
口
意
業
ヲ
得
ル

【

右
】

大
清
浄
ヲ
是
レ
則
チ
懺
悔
ノ
力
濱

也

次
ニ
應
歸
依
ス
佛
法
僧
ニ
三
ニ
有
三
種
ノ
功

德
所
謂
一
體
三

現
前
三

住
持

三
濱

也
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
稱

為
佛
ト
清
浄
離
塵
ハ
乃
チ
法

和
合
ノ
功

【

左
】

德
ハ
是
レ
僧
濱

也
是
ヲ
名
ク
一
體
三
ト
現
前
ニ

證
ス
ル
ヲ
菩
提
名
ク
佛
寶
ト
佛
ノ
所
證
ハ
是
法

學
ハ

佛
法
ヲ
乃
チ
僧
寶
濱

也
是
ヲ
名
ク
現
前
三
ト
化
シ

天
上
ヲ
化
シ
人
間
ヲ
或
ハ
現
シ
虚
空
ニ
或
ハ
現
ス
ル
ハ
塵
中
ニ

乃
チ
佛
寶
或
ハ
轉
ジ
海
藏
ヲ
或
ハ

ジ 
具
葉
ニ
化
シ
物
ヲ

【

右
】

化
ス
ル

生
ヲ
是
レ
法
寶
度
シ
一
切
苦
ヲ
脱
シ
ム
ル
ハ
三
界
ノ
宅
ヲ

貝
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乃
チ
僧
宝
濱

也
是
ヲ
名
ク
住
持
三
寶
ト
歸
依
ス
ル
佛

法
僧
ニ
時
キ
稱
ス
得
ル
ト
諸
佛
ノ
大
戒
ヲ
稱
佛
ヲ
為
シ
テ
師
ト

不
レ
師
ト
セ
餘
ノ
道
ヲ

有
三
聚
戒

【

左
】

攝
律
儀
戒　

諸
佛
法
律
ノ
所
濱

窟
宅
ス
ル
也

諸
佛
法
律
ノ
所
濱

根
源
ト
ス
ル
也

攝
善
法
戒　

三
藐
三
菩
提
法
能
行
所
行
ノ
道
也

摂
衆
生
戒　

超
ヘ

ヲ
超
ヘ
聖
ヲ
度
シ
自
ヲ
度
ス
ル
他
ヲ
也
是
ヲ

名
ク
三
聚
浄
戒
ト

【

右
】

有
リ
十
重
禁
戒

第
一
不
殺
生　

生
命
不
レ
バ
殺
佛
種
増
長
ス
可

續
ク
佛
ノ
慧エ

命
ヲ
莫
レ
殺
ス

生
命
ヲ
也

第
二
不
偸
盗　

三
輪
清
浄
ニ

無
ハ
所
希
望
ス
ル
諸

佛
同
道
者
ト
濱

也

【

左
】

第
三
不
貪
婬　

心
境
如
如
ニ

而
解
脱
門
開
ク
也

第
四
不

語　

法
輪
本
ヨ
リ
轉
無
ク
餘
ル

無
レ
欠
ル

甘
露

一
ヒ
潤
テ
得
實
ヲ
得
ル

眞
ヲ
也

第
五
不
飲
酒　

未
タ
將
來
莫
レ
教
ム
ル

侵
サ
正
ニ
是
レ
大
明
濱

也

第
六
不
説
過　

於
テ
佛
法
中
ニ
同
道
同
法
同
證

【

右
】

同
行
ナ
リ
也
莫
レ
教
ル

説
カ
過
ヲ
莫
レ
令
ル

亂
道
セ

第
七
不
讃
毀
自
他　

乃
佛
乃
祖
證
シ
盡ジ
ン

空ク
ウ
ヲ
證
ス

大
地
ヲ
或
ハ
現
ズ
レ
バ
大
身
ノ
空
ニ
無
シ
中
外
或
ハ
現
ス
レ
バ
法
身
ヲ
地
ニ
無
シ
寸
土

第
八
不
慳
法
財　

一
偈
一
句
萬
功
萬
德
ナ
リ
也
一

一
證
ハ
諸
佛
諸
◯
也
從
來
曽
テ
不
慳
マ
也

【

左
】

第
九
不
瞋
恚　

非
ス
退
ニ
非
ス
進
ニ
非
ズ
實
ニ
非
ス
虚
ニ
有
リ
光
明

雲
海
有
リ
莊
嚴
雲
海

第
十
不
謗
三
寶　

現
身
演
法
ハ
世
間
ノ
津
梁
ナ
リ
也

德
歸
ス
薩サ

般ハ

若ニ
ヤ

海
ニ
不
可
ラ
稱
量
ス
頂
戴
奉
行
セ
ヨ
也

此
ノ
十
六
轂
ノ
佛
戒
ハ
大
概
如
シ
是
ノ
依
リ
法
ニ
隨
テ
教
ニ
或
ハ
禮

【

右
】

受
シ
或
ハ
拜
受
ス
ベ
シ
我
レ
今
引
請
ス

　
　

正
授
戒
文　

先
三
歸

南
無
歸
依
佛
南
無
歸
依
法
南
無
歸
依
僧
歸

依
佛
無
上
尊
歸
依
法
離
塵
尊
歸
依
僧
和
合

尊
歸
依
佛
竟
歸
依
法
竟
歸
依
僧
竟
〈
三
説
三
答
〉

【

左
】

和
尚
示
曰
ク
令
ム
ル

受
ケ
三
歸
戒
ヲ
如
シ
斯
ノ
從
リ
今
已
後
如
來

至
尊
等
正
覺
是
レ
汝
カ
大
師
ナ
リ
更
ニ
不
レ
歸
依
セ
邪
魔

外
道
等
ニ
此
レ
ハ
是
レ
千
佛
ノ
所
護
持
シ
玉
フ
曩
祖
ノ
之
所

傳
來
シ
玉
フ
也
我
レ
今
マ
授
汝
汝
善
ク
護
持
セ
ヨ

　
　

次
三
聚
浄
戒

在
家
ニ
ハ
不
酤
酒
决
ベ
シ

〇
祖
ナ
リ

〇
之
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【

右
】

第
一
攝
律
儀
戒　

千
佛
ノ
之
所
護
持
シ
玉
フ
曩

祖
ノ
之
所
傳
來
シ
玉
フ
我
レ
今
授
ク
汝
ニ
汝
從
今
身
至
ル
マ
デ
佛

身
ニ
此
ノ
事 
◯
持
ツ
ヤ
否
ヤ
〈
三
問
〉
能
ク
持
ツ
〈
三
答
〉

第
二
攝
善
法
戒　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
三
攝
衆
生
戒　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

【

左
】

　
　

十
重
禁
戒　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
一
不
殺
生　
　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
二
不
偸
盗　
　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
三
不
貪
婬　
　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
四
不

語　
　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

【

右
】

第
五
不
飲
酒　
　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
六
不
説
過　
　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
七
不
讃
毀
自
他　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
八
不
慳
法
財　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

第
九
不
瞋
恚　
　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉

【

左
】

第
十
不
謗
三
宝　
　
　
〈
説
答
如
シ
先
ノ
〉。

上
來
十
六
轂
ノ
佛
戒
所
謂
ハ
三
歸
依
三
聚
浄
戒

十
重
禁
戒
濱

此
レ
ハ
是
レ
千
佛
ノ
之
所
護
持
シ
玉
フ
曩
祖
ノ

之
所
傳
來
シ
玉
フ
我
レ
今
授
ク
汝
ニ
汝
従
今
身
到
ル
マ
デ
佛
身

是
ノ
事
能
ク
持
ツ
ヤ
否
ヤ
〈
三
問
〉
能
ク
持
ツ
〈
三
答
〉
是
◯
如
ク
是
ノ
持
ツ
ベ
シ

【

右
】

時
享
保
十
六
年
辛
亥
正
月
吉
祥
日
於
圓
福
室
中

傳
舃
直
心
達
和
尚
直
筆
之
戒
本
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
圓
辨
珠
謹
拜
書

【

左
】

南
無
毘
婆
尸
佛
大
和
尚　

南
無
尸
棄
佛
大
和
尚

南
無
毘
舎
浮
佛
大
和
尚　

南
無
拘
留
孫
佛
大
和
尚

南
無
拘
那
含
牟
尼
佛
大
和
尚　

南
無
迦
葉
佛
大
和
尚

南
無
釋
迦
牟
尼
佛
大
和
尚　

南
無
摩
訶4

葉
大
和
尚 

※
迦
の
脱
字

南
無
阿
難
陀　

大
和
尚　

南
無
商
那
和
修
大
和
尚

【

右
】

南
無
優
婆
毱
多
大
和
尚　

南
無
提
多
迦　

大
和
尚

南
無
彌
遮
迦　

大
和
尚　

南
無
婆
須
蜜
多
大
和
尚

南
無
佛
陀
難
提
大
和
尚　

南
無
伏
駄
蜜
多
大
和
尚

南
無
婆
栗
濕
縛
大
和
尚　

南
無
當
那
夜
奢
大
和
尚

南
無
馬
鳴　
　

大
和
尚　

南
無
迦
毘
摩
羅
大
和
尚

【

左
】

南
無
那
伽
閼
刺
樹
那
大
和
尚　

南
無
迦
那
提
婆
大
和
尚

南
無
羅

羅
多
大
和
尚　

南
無
僧
伽
難
提
大
和
尚

南
無
伽
耶
舎
多
大
和
尚　

南
無
鳩
摩
羅
多
大
和
尚

能
ク

〇
事
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南
無
闍
夜
多　

大
和
尚　

南
無
婆
須
盤
頭
大
和
尚

南
無
摩
拏
羅　

大
和
尚　

南
無
鶴
勒
那　

大
和
尚

【

右
】

南
無
獅
子　
　

大
和
尚　

南
無
婆
舎
斯
多
大
和
尚

南
無
不
如
蜜
多
大
和
尚　

南
無
般
若
多
羅
大
和
尚

南
無
菩
提
達
磨
大
和
尚　

南
無
二
祖
慧
可
大
和
尚

南
無
三
祖
僧
璨
大
和
尚　

南
無
四
祖
道
信
大
和
尚

南
無
五
祖
弘
忍
大
和
尚　

南
無
六
祖
慧
能
大
和
尚

【

左
】

南
無
青
原
行
思
大
和
尚　

南
無
石
頭
希
遷
大
和
尚

南
無
藥
山
惟
儼
大
和
尚　

南
無
雲
巖
曇
晟
大
和
尚

南
無
洞
山
良
价
大
和
尚　

南
無
雲
居
道
膺
大
和
尚

南
無
同
安
道
丕
大
和
尚　

南
無
同
安
觀
志
大
和
尚

南
無
梁
山
縁
觀
大
和
尚　

南
無
大
陽
警
玄
大
和
尚

【

右
】

南
無
投
子
義
青
大
和
尚　

南
無
芙
蓉
道
楷
大
和
尚

南
無
丹
霞
子
淳
大
和
尚　

南
無
長
蘆
清
了
大
和
尚

南
無
天
童
宗
珏
大
和
尚　

南
無
雪
竇
智
鑑
大
和
尚

南
無
天
童
如
浄
大
和
尚　

南
無
永
平
道
元
大
和
尚

南
無
普

義
尹
大
和
尚　

南
無
二
世
士
安
大
和
尚

【

左
】

南
無
三
世
至
遼
大
和
尚　

南
無
四
世
義
東
大
和
尚

南
無
五
世
義
曇
大
和
尚　

南
無
當4

開
山
義
易
大
和
尚 

※
寺
の
脱
字

南
無
二
世
性
慶
大
和
尚　

南
無
三
世
義
三
大
和
尚

南
無
四
世
祖
禅
大
和
尚　

南
無
五
世
受
貞
大
和
尚

南
無
六
世
舜
伊
大
和
尚　

南
無
七
世
禅
達
大
和
尚

【

右
】

南
無
八
世
舜
承
大
和
尚　

南
無
九
世
伊
堯
大
和
尚

南
無
十
世
玄
達
大
和
尚　
　

南
無
十
一
世
義
春
大
和
尚

南
無
十
二
世
牛
雪
大
和
尚　

南
無
十
三
世
玄
洪
大
和
尚

南
無
十
四
世
是
的
大
和
尚　

南
無
十
五
世
牛
宅
大
和
尚

南
無
十
六
世
萬
疑
大
和
尚　

南
無
十
七
世
巨
岳
大
和
尚

【

左
】

南
無
十
八
世
玄
統
大
和
尚　

南
無
十
九
世
萬
牛
大
和
尚

南
無
二
十
世
辨
珠
大
和
尚　

南
無
二
十
一
世
宗
舩
大
和
尚

南
無
三
國
傳
燈
歷
代
祖
師
大
和
尚

南
無
圓
同
大
虚
無
欠
無
餘
恁
麼
人　

大
和
尚

南
無
佛
祖
加
被
護
念
興
隆
佛
法　
　

兒
孫
繁
昌

【

右
】

【

左
】

　
　

傳
法
室
内
式
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傳
法
之
夜
到
テ
三
更
初
ニ
資
巡
堂
焼
香
將
ニ
入
ル
室
ニ
時
師
出
デ
テ
室
ヲ
相

面
テ
揖
引
テ
資
ヲ
入
ル
室
中
ニ
洒
水
ノ
様
子
有
之
師
在
テ
東
椅
ノ
前
ニ

向
テ
西
ニ
立
ツ
資
在
テ
西
ニ
向
テ
師
ニ
立
ツ
資
先
ツ
展
テ
坐
具
ヲ
師
モ
亦
タ
展
テ
坐

具
ヲ
資
ノ
坐
具
ハ
下
タ
師
ノ
坐
具
ハ
上
ヘ
坐
具
ト
與
坐
具
上
ノ
端
シ
相
ヒ
重
ル

【

右
】

資
即
九
拜
終
ノ
一
拜
師
答
拜
ス
是
ヲ
曰
フ
奇
拜
ト
又
タ
謂
フ
竪
繼
ト

次
師
資
ノ
拜
席
雙
ベ
展
テ
於
北
椅
ノ
前
ニ
師
ハ
東
資
ハ
西
相
ヒ
並
テ
而
立
向
テ

中
央
ノ
之
嗣
夷
ニ
同
時
焼
香
シ
共
ニ
展
テ
坐
具
ヲ
師
ノ
坐
具
ハ
下
タ
資
ノ
坐
具
ハ
上
ヘ
横
ノ
端
シ

相
ヒ
重
ヌ

師
資
同
ク
九
拜
収
メ
坐
具
ヲ
同
ク
問
訊
ス
是
ヲ
曰
フ
超
宗
越
格
ノ
拜
ト
又
タ
謂
フ

横
繼
ト
次
ニ
移
椅
ノ
前
卓
ヲ
於
東
面
ニ
師
就
テ
椅
ニ
埀
ル
双
足
ヲ
資
近
前
展
坐
具
六

【

左
】

拜
ス
師
合
掌
受
ク
拜
ヲ
資
曲
身
叉
手
云
ク
生
死
事
大
無
常
迅
速
早
ク
拜
請
佛
祖
ノ

命
脈
ヲ
欲
得
マ
タ
新
祖
位
ヲ
和
尚
大
慈
大
悲
哀
愍
聴
許
シ
玉
ヘ
如
此
三
ヒ
唱
時
師

取
嗣
夷

度
與
云
ク
佛
祖
ノ
命
脈
我
レ
今
授
ク
汝
ニ
尽
未
來
際
勿
令
佛
種
ヲ

断

絶
資
云
ク
大
慈
大
悲
哀
愍
ノ
故
ニ
如
此
三
ヒ
唱
ヘ
次
ニ
資
膝
行
七
歩
進
ム
師
ノ
足

下
ニ
〈
嬰
兒
行
有
口
傳
〉
師
取
テ
資
ノ
袈
裟
⻆
返
掛
ケ
資
ノ

肩
上
ニ
摩
頂
シ
嘱
云
ク
從

如
來

【

右
】

嫡
々
相
承
シ
來
テ
至
我
〈
幾
世
〉
我
今
得
ル

汝
如
釋
迦
牟
尼
佛
ノ
得
摩
訶
迦
葉
正

法眼
藏
悉
ク
以
テ
分
附
ス
汝
能
護
持
尽
未
來
際
勿
令
断
絶
資
云
ク
大
慈
大
悲
大

哀
愍
ノ
故
ニ
如
此
三
ヒ
唱
ヘ
資
却
膝
歸
本
位
直
袈
裟
ヲ
三
拜
ス
與
前
拜
共
ニ
九
拜

濱

也次
ニ
師
開
嗣
夷

以
松
燭
相
ヒ
照
シ
各〱
見
ル
自
巳
名
字
ノ
處
ヲ
而
疂
ミ
夷
ヲ
了
テ
入
ル
資
ノ

懐
中
ニ
所
謂
二
頭
ノ
祥
雞
點
火
燭
師
資
相
遇
テ
傳
フ
决

心
法
正
在
此
時
而
有

〈
口
傳
〉

【

左
】

次
傳
付
衣
鉢
等
法
物
預
メ
備
ヘ
置
テ
法
衣
法
鉢
拂
子
拄
杖
竹

秘
夷
等
ヲ
於
東

北
ノ
卓
上
ニ
而
師
ハ
東
ニ
立
チ
資
ハ
西
ニ
立
チ
資
先
焼
香
師
次
ニ
焼
香
資
展
坐
具
八
拜
ス
師

答
一
拜
合
九
拜
濱

也
師
資
同
ク
収
坐
具
師
問
訊
拈
衣
云
ク
瞿
曇
ノ
妙
相
宗
門
ノ
傳

衣
嫡
々
相
承
到
我
レ
我
今
マ
付
授
ス
汝
ニ
汝
能
ク
護
持
尽
未
來
際
勿
令
断

絶
乃
チ
度
與
ス
之
ヲ
資
問
訊
受
之
如
法
ニ
頂
戴
シ
安
西
北
ノ
卓
上
ニ
資
又
七
拜
ス
師
答

【

右
】

一
拜
ス 

○ 

嫡
々
相
承
到
ル
吾
ニ
吾
今
附
汝
汝
能

　
　
　

法
鉢　
　

瞿
曇
圓
頂
宗
門
法
鉢 

 

護
持
尽
未
來
際
勿
令
断
絶
資
頂
戴

　
　
　

拄
杖　
　

瞿
曇
脚
頭
宗
門
拄
杖

　

拈　

拂
子   　

瞿
曇
螺
髪
宗
門
拂
子 

 

　
　
　

竹
箆　
　

瞿
曇
腕
頭
宗
門
竹
　
　

　
　
　

秘
夷　
　

瞿
曇
正
脈
宗
門
秘
夷　

有
口
授
○ 

師
各
答
一
拜

　
　
　

戒
文　
　

宗
門
ノ
法
戒
並
ニ
道
場
秘
文
一
々
付
授
汝
汝
能
護
持
尽
未
來
際
勿

【

左
】

令
斷
絶
乃
チ
度
與
ス
之
ヲ
資
頂
戴
安
ス
卓
上
ニ
而
師
資
同
向
椅
三
拜
退
出
也

明
早
晨
ニ
資
行
無
住
拜
〈
拜
數
無
有
限
量
今
行
二
十
五
拜
者
隨
省
畧
而
已
〉

右
行
之
時
七
昼
夜
也
〈
巡
堂
焼
香
隨
師
ノ
指
揮
ニ
行
滿
ゼ
五
日
夜
授
戒
滿
六
日
夜

三
更
ニ
傳
法
ス
〉 云

安
卓
上 

鉢
六
拜

杖
五
拜
拂
四
拜 

竹
箆
三
拜

夷 

二 

拜
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道
場
荘
嚴
〈
當
室
中
ノ
北
頭
設
椅
一
座
〈
不
掛
法
被
〉
椅
前
設
卓
卓
上
有
華
燭
香

華
〈
松
竹
梅
〉
其
中
央
ニ
安
ス
嗣
夷
ト
〈
續
松
二
把
ト
洒
水
一
器
ト
〉
當
テ
此
卓
東
少
許

南
向
西
設
椅
〈
示
圖
如

〉

【

右
】

北

西 書
炉 東

資

南

師横 

継

椅 

子

北

西

師

東

南

衣
炉

鉢

秘竹拄
杖

拂
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